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こ
の
十
一
面
観
音
さ
ま

は
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
活

躍
し
た
禅
僧
、
夢む

窓そ
う

国こ
く
し師

（
夢
窓
疎そ

石せ
き）（

１
２
７
５
〜

１
３
５
１
年
）
の
護
持
仏
と

し
て
知
ら
れ
、
横
須
賀
、
衣

笠
駅
近
く
の
光
心
寺
さ
ま
に

お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
像
は
鎌
倉
末
期
、
元

亨
元
年
（
１
３
１
９
）
横
須

賀
、
楠
ケ
浦
（
現
、
米
海
軍

横
須
賀
基
地
内
）
の
泊は

く

船せ
ん

庵あ
ん
と
い
う
寺
に
あ
り
ま
し

た
。
静
か
な
入
り
江
に
霞
が

煙
る
よ
う
な
平
穏
な
地
に
夢

窓
は
５
年
間
隠
棲
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
南
北
朝
時
代
、
南
朝
の
後

醍
醐
帝
、
政
敵
の
北
朝
の
足

利
尊
氏
、
共
に
夢
窓
は
厚
い

帰
依
を
受
け
、
こ
の
両
政
敵

の
宥
和
を
図
り
、
敵
味
方
の

無
い
怨お

ん

親し
ん

平び
ょ
う
ど
う
等
の
思
想
を

実
践
し
、
乱
世
に
平
安
を
も

た
よ
う
で
す
。

　
夢
窓
は
詩
文
学
を
好
み
庭

園
芸
術
に
ま
で
才
覚
を
あ

ら
わ
し
ま
し
た
。「
山さ

ん
す
い水
に

得と
く
し
つ失
無
し
、
得
失
は
人
の

心
に
あ
り
」
と
夢
窓
の
言
葉

に
あ
る
よ
う
に
、
山
水
の
中

に
宗
教
の
根
源
を
窮
め
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　
時
代
は
変
遷
し
泊
船
庵
跡

光
心
寺
・
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（129)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

地
に
は
横
須
賀
製
鉄
所
が
拓

か
れ
、
や
が
て
戦
争
が
は
じ

ま
り
海
軍
基
地
と
な
り
、
昭

和
の
は
じ
め
に
は
楠
ケ
浦
の

光
心
寺
も
衣
笠
の
地
に
移
転

さ
れ
ま
し
た
。
夢
窓
国
師
護

持
仏
十
一
面
観
音
は
、
春
光

溢
れ
る
お
寺
の
本
堂
に
す
っ

と
立
ち
、
穏
や
か
に
笑
み
を

う
か
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
米
軍
基
地
内
に
は

泊
船
庵
跡
地
と
い
う
立
派
な

顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
像
高
56
㎝
。
像
の
詳
細
は

不
詳
。

た
ら
し
、

時
の
人
と

な
り
ま
し

た
。
し
か

し
夢
窓
が

ほ
ん
と
う

に
求
め
て

い
た
の
は

栄
華
を
誇

る
よ
う
な

生
き
方
で

は
な
か
っ

ダ
ー
を
作
っ
て
販
売
す
る
こ

と
に
決
め
た
。
と
こ
ろ
が
、

学
校
の
許
可
が
下
り
な
い
。

校
則
で
は
、
生
徒
の
寄
付
集

め
や
販
売
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ

で
昨
年
生
徒
た
ち
が
相
談
を

持
ち
掛
け
た
の
が
、「
な
ぎ

さ
奨
学
会
」。
同
会
は
、
同

校
の
Ｏ
Ｂ
、
さ
か
い
内
科
・

胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
酒
井

太
郎
さ
ん
が
代
表
を
務
め
、

「
七
高
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
寄
付
を
集
め
て

奨
学
金
や
、
活
動
支
援
の
事

　
県
立
七
里
ガ
浜
高
等
学
校

写
真
同
好
会
の
生
徒
た
ち
が

鎌
倉
の
風
景
を
撮
影
し
た
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
た
。

題
し
て
「
七
高
カ
レ
ン
ダ
ー

２
０
２
３
〜
片
道
３
年
間
の

青
春
切
符
」。

　
鎌
倉
を
中
心
に
、
七
高
校

内
や
江
の
島
な
ど
の
風
景
を

写
し
、
４
月
始
ま
り
で
来
年

３
月
ま
で
表
紙
を
含
め
13
枚

の
写
真
で
構
成
し
た
カ
レ
ン

ダ
ー
で
、
見
開
き
Ａ
３
版
。

５
０
０
円
で
販
売
し
て
収
益

を
鎌
倉
風
致
保
存
会
に
寄
付

す
る
。

　
写
真
同
好
会
の
会
員
は
１

年
か
ら
３
年
ま
で
現
在
16

人
。
５
年
ほ
ど
前
か
ら
活
動

を
始
め
、
文
化
祭
な
ど
で
作

品
を
発
表
し
て
い
る
が
、
ク

ラ
ブ
で
は
な
く
、
同
好
会
な

　
今
年
は
本
格
的
な

寒
さ
の
到
来
に
際
し

て
、
電
力
供
給
の
逼

迫
が
予
想
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、「
節
電
」

の
呼
び
か
け
と
と
も
に
、
対

策
と
し
て
タ
ー
ト
ル
ネ
ッ
ク

の
着
用
を
推
奨
す
る
よ
う
な

こ
と
が
話
題
と
な
り
ま
し
た

▼
「
マ
フ
ラ
ー
や
ネ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
マ
ー
は
対
象
外
な

の
？
」
な
ど
の
声
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
も
そ
も
暖
を
取

れ
て
体
調
を
崩
さ
な
い
程
度

の
節
電
に
で
き
な
い
か
、
な

ど
と
考
え
て
い
ま
し
た
▼
そ

の
よ
う
な
な
か
、
暗
い
夜
空

に
煌
々
と
輝
く
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
そ
う
に
鑑
賞

す
る
人
々
…
私
は
節
電
と
聞

く
と
「
東
日
本
大
震
災
の
輪

番
停
電
」
を
思
い
出
し
て
し

ま
い
ま
す
が
、
あ
の
節
電
も

12
年
前
の
話
と
な
り
、
当
時

を
経
験
し
て
い
な
い
世
代
も

増
え
て
き
ま
し
た
▼
あ
の
頃

の
よ
う
な
節
電
が
訪
れ
な
い

こ
と
を
祈
り
ま
す
　
　（
Ｎ
）

　
▼
湘
南
江
の
島
春
ま
つ
り

　
11
・
12
日
江
の
島
・
片
瀬

海
岸
。

　
▼
祈
年
祭
　
15
日
11
時
、

亀
岡
八
幡
宮（
逗
子
）。
五
穀

豊
穣
、
商
売
繁
盛
を
祈
願
。

　
▼
彼
岸
会
　
18
〜
24
日
各

寺
院
。

　
▼
宇
佐
神
宮
遙
拝
式
　
18

日
10
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
祖
霊
社
春
季
例
祭
　
21

日
10
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
献
詠
披
講
式
　
24
日
13

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

３月

七
高
生
が
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

全
国
の「
御
菓
印
」
集
め
ま
せ
ん
か

豊
島
屋
本
店
な
ど
和
菓
子
屋
で

　「
ぜ
ひ
和
菓
子
屋
本
店
で

醍
醐
味
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
の
思
い
で
、
１
月

か
ら
豊
島
屋
本
店
（
鎌
倉
市

雪
ノ
下
）
で
「
御ご

か
い
ん
菓
印
」
の

配
布
が
始
ま
り
、
好
評
を
得

て
い
る
。

　
御
菓
印
は
、全
国
銘
菓（
全

国
銘
産
菓
子
工
業
協
同
組

合
・
82
社
加
盟
）
の
和
菓
子

屋
本
店
で
い
た
だ
け
る
も
の

で
、
寺
社
で
参
拝
の
証
と
し

て
押
印
さ
れ
る
御
朱
印
の
い

わ
ば
和
菓
子
屋
版
。
今
年
か

ら
全
国
約
30
社
の
和
菓
子
屋

で
発
行
を
始
め
た
。

　
豊
島
屋
の
社
長
で
、
全
国

銘
菓
の
理
事
長
を
務
め
る
久

保
田
陽
彦
氏
は
「
本
店
で
は

た
だ
お
菓
子
を
買
っ
て
い
た

だ
く
だ
け
で
な
く
、
お
客
様

と
接
し
て
、
ど
う
い
う
お
菓

子
が
い
い
か
と
か
相
談
を
受

け
る
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い

る
」
と
話
す
。

　
来
店
客
と
和
菓
子
屋
を
繋

ぐ
絆
と
し
て
各
店
が
趣
向
を

凝
ら
し
デ
ザ
イ
ン
し
た
御
菓

印
は
、
大
き
さ
は
タ
テ
約
15

㎝
、
ヨ
コ
約
10
㎝
の
は
が
き

サ
イ
ズ
。

　「
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

全
国
の
菓
子
屋
を
巡
る
旅
の

楽
し
み
に
し
て
ほ
し
い
」
と

ポ
ケ
ッ
ト
型
20
ペ
ー
ジ
の

「
御
菓
印
帳
」
も
作
っ
た
。

　
豊
島
屋
本
店
で
は
、
税
抜

き
３
０
０
０
円
以
上
買
い
物

を
し
た
人
に
１
枚
配
布
。
御

菓
印
の
み
は
１
枚
３
０
０
円

（
税
込
み
）
で
販
売
中
。

　
３
月
１
日
か
ら
日
本
橋
三

越
の
同
組
合
の
加
盟
店
が
出

店
す
る
「
全
国
銘
菓
展
」
に

行
く
と
そ
の
場
で
御
菓
印
が

集
め
ら
れ
る
。

由
比
ガ
浜
通
り
の
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス

鎌
倉
カ
ル
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

多
用
途
の
教
室
、
会
議
室
、
練
習
場
に

　
鎌
倉
駅
か
ら
徒
歩
約
７

分
、
由
比
ガ
浜
通
り
六
地
蔵

そ
ば
村
田
ビ
ル
の
２
、
３
階

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　
広
さ
は
各
室
と
も
90
㎡
。

３
階
は
幅
２
ｍ
の
鏡
と
大
き

な
窓
に
囲
ま
れ
た
明
る
い
部

屋
で
床
絨
毯
、ピ
ア
ノ
、イ
ー

ゼ
ル
、
椅
子
机
、
ロ
ッ
カ
ー

完
備
。「
歌
と
発
音
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」「
セ
ザ
ン
ヌ
の
眼

デ
ッ
サ
ン
」「
健
康
吹
き
矢
」

合
唱
団
な
ど
が
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
２
階
は
全
面
鏡
、
床
は
リ

ノ
リ
ウ
ム
、バ
レ
エ
や
チ
ア
、

フ
ラ
、
ヨ
ガ
等
身
体
表
現
の

レ
ッ
ス
ン
場
で
好
評
で
す
。

　
両
階
と
も
年
間
契
約
が
優

先
で
す
が
、
９
時
〜
22
時
の

間
の
、
原
則
２
時
間
以
上
使

用
の
単
発
使
用
も
受
付
中
で

す
。
有
料
駐
車
場
、
駐
輪
も

完
備
し
て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
お
気
軽

に
。
☎
０
９
０
・
２
２
０
７
・

０
０
３
１

http://freespace-kama
kura.jim

dofree .com

鏡
と
ピ
ア
ノ
３
階
ス
ペ
ー
ス

販
売
収
益
は
風
致
保
存
会
に

の
で
学
校
か
ら

活
動
費
も
お
り

な
い
。
　

　「
部
活
に
し

よ
う
」
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た

が
、
部
活
に
な

る
に
は
、
活
動

実
績
を
示
す
こ

と
が
条
件
の
一

つ
で
、
会
員
た

ち
で
話
し
合

い
、
カ
レ
ン

業
を
し
て
い
る
。

　
酒
井
さ
ん
が
学
校
側
と
生

徒
側
の
仲
介
役
に
な
り
、
カ

レ
ン
ダ
ー
の
作
成
は
「
な
ぎ

さ
奨
学
会
」
が
行
い
、
販
売

は
同
校
同
窓
会
が
行
う
こ
と

で
カ
レ
ン
ダ
ー
制
作
の
合
意

を
得
た
。「
ま
さ
に
校
則
と

の
闘
い
だ
っ
た
」
と
胸
を
な

で
お
ろ
す
生
徒
た
ち
に
、「
こ

れ
か
ら
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
」
と
酒
井
さ
ん
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
の
写
真
を
、

３
月
末
日
ま
で
鎌
倉
市
雪
ノ

下
の
さ
か
い
内
科
・
胃
腸
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
展
示
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
の
問
い
合

わ
せ
は
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎

０
４
６
７
・
23
・
０
０
１
５

sakai.clinic@gmail.com

七
里
ガ
浜
高
校
の
写
真
同
好
会
メ
ン
バ
ー

御菓印と御菓印帳をＰＲ
する豊島屋の久保田社長


